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意見に対する当部の考え方

今後の取組等
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AEDについて使用方法の普及啓発や設置促進を掲げているが、より
具体的な方針を定めていただけないか。現在、特にスポーツイベ
ント等におけるAEDの取扱があげられる。屋外におけるAEDの調達
方法、また設置基準についても特段ルールが定められていないた
め、市が整備するものなのか、市と道が一体となり整備していく
ものなのか示していただけないか。

北海道医療計画において、AEDについては、啓発パネル展の開催や各保健所における救急
法等講習会の開催等による住民周知により、使用方法の普及啓発や設置促進を図ること
を想定しております。
スポーツイベント等においては、設置者において適切に管理されたAEDを準備していただ
くことにより、より安心・安全にイベントが開催されるものと考えております。 Ｃ

事務局 -

※「意見に対する当部の考え方」のＡ～Ｃの区分は次のとおりです。
　Ａ　意見を受けて案を修正したもの
　Ｂ　案と意見の趣旨が同様と考えられるもの
　Ｃ　案を修正していないが、今後の進め方等の参考とするもの

北見市保健福祉部地域医療課

令和６年度（2024年度）第２回北網保健医療福祉圏域連携推進会議（書面開催）における意見等

今年度は社会保障制度のトリプル改定があり
・退院後の生活を見据えた栄養管理体制の基準が明確化
・リハ、口腔、栄養の一体的取組み
・医療と介護における栄養情報連携
以上の３つについて示されました。
「栄養ケアステーション」という地域住民の日常生活の場で栄養
ケアが実施できる様取組めたらと考えています。

貴会には、連携推進会議をはじめ在宅医療専門部会、健康づくり事業行動計画検討委員
会など、日ごろより保健行政に御協力いただいておりますことに、御礼申し上げます。
これから６年間の北海道医療計画北網推進方針を推進していくに当たって、在宅におけ
る療養や食支援は必須であり、その重要性が高まっていることから、貴会の地域におけ
る活躍を期待しているところでございます。
今後においても御指導、御協力をよろしくお願い申し上げます。

北海道栄養士会オホーツク支部

議事　北海道医療計画北網地域推進方針（案）に対する意見について

1 Ｃ

※10ページ　表5の合計欄の数値に一部誤りがあったため修正しました。
            105→106、90→91、8(1)→6(1)

令和６年10月作成として次のとおり修正しました。
６９ページ　ア初期救急医療の文中　３医師会→２医師会
７７ページ　表中　〇在宅当番医制→北見医師会を削除
７８ページ　表中　在宅当番医制→北見医師会を削除（３カ所）
７９ページ　別表２中　北見市休日夜間急病センターの所在地
　　　　　　北見市北６条西２丁目１→北見市北３条東１丁目21番地
111ページ　表中　〇在宅当番医制参加病院→北見医師会を削除
133ページ　（2）アの文中　３医師会→２医師会
　　　　　　・各医師会による在宅当番医制参加医療機関
　　　　　　北見医師会17施設→削除
　　　　　　北見市休日夜間急病センター診療科目
　　　　　　（夜間）内科・小児科（日・祝日等昼間）外科
　　　　　　→（日・祝日等中間）内科・小児科・外科
※以上の修正内容に日付がある場合「令和６年10月１日」としました。

Ａ

現在、内科系の休日昼間の診療は、北見医師会への委託により在
宅当番医制で行っているが、令和６年９月末をもって廃止とし、
内科・外科ともに令和６年１０月１日供用開始の北見市休日夜間
急病センターへ集約して行う制度へと見直しを行うため、「北海
道医療計画　北網地域推進方針」の７７ページ「救急医療連携体
制」図等の修正をしていただきたい。
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